
 

平成 29 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス  
教科目名 コンクリート工学Ⅱ  担当教員 岩瀬裕之 
学年学科 ４年 環境都市工学科 通年 必修 ２単位(学修)  
学習・教育目標 （Ｄ－２ 力学系）１００％ JABEE 基準１（１）：（ｄ） 
授業の目標と期待される効果： 
コンクリート構造物の設計に必要な基礎知

識を習得する。コンクリート構造物の設計法
を理解するとともに、簡単なコンクリート部
材を設計できるようにする。 
 
① コンクリート構造物の各種限界状態につ
いて理解する 
② 各種設計方法を理解する 
③ 曲げ，軸方向力，せん断などの荷重を受
ける部材の耐力が算定できる 
④ 変形やたわみの計算ができる 
⑤ 簡単な鉄筋コンクリートはり部材の設計
ができる。 

成績評価の方法： 
総得点 500 点に占める得点率で評価を行う。 
総得点 500 点＝定期試験 200 点＋平常試験 200 点＋課題 100 点 
なお，成績評価に教室外学修の内容は含まれる 
達成度評価の基準： 
技術士の一次試験，コンクリート主任技士試験，教科書等の演習

問題と同等レベルの問題を試験等で出題し下記のレベルまで達して
いること。①から⑤の成績評価の重みは均等である。総合して６割
以上の正答レベルまで達していること。 
① 各種限界状態がほぼ正確（６割以上）に説明できる 
② 各種設計方法の手順をほぼ正確（６割以上）に説明できる 
③ 各種荷重を受ける部材の耐力がほぼ正確（６割以上）に計算で
きる 
④ ひびわれ幅やたわみがほぼ正確（６割以上）に計算できる 
⑤ 簡単な鉄筋コンクリートはり部材の設計がほぼ正確（６割以上）
にできる。 
 

授業の進め方とアドバイス： 
授業は、板書や配付資料を中心に説明を行うので、各自講義ノートを充実させること。演習問題を解くことで理解

を深めること。 

教科書および参考書： 
わかるコンクリート構造（井上晋・学芸出版社､2015） 
また、教科書を補足するためのプリントを配布する。 
授業の概要と予定：前期 教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回：コンクリート工学Ⅰの復習 部材の曲げ耐力に関しての
復習と問題演習  

第 ２回：複鉄筋コンクリートはり（１） 
複鉄筋コンクリートはりの
曲げ耐力についての学習と
問題演習 

 

第 ３回：複鉄筋コンクリートはり（２） C 

第 ４回：複鉄筋コンクリートはり（３） C 

第 ５回：T 形はり（１） T 型鉄筋コンクリートはり
についての学習と問題演習 

 

第 ６回：T 形はり（２） C 

第 ７回：曲げを受けるはりの破壊過程 曲げを受けるはりについて
の総復習  

第 ８回：中間試験   中間までの復習および演習  

第 ９回：構造解析（軸方向力と曲げモーメント） 
軸方向力と曲げモーメント
を受ける部材の解析方法の
学習と問題演習 

C 

第１０回：軸力と曲げを受ける部材（１） 

軸力と曲げを受ける部材の
耐力に関する学習と問題演
習 

 

第１１回：軸力と曲げを受ける部材（２） C 

第１２回：軸力と曲げを受ける部材（３） C 

第１３回：軸力と曲げを受ける部材（４） C 

第１４回：限界状態設計法と許容応力度設計法 設計法に関する学習  

期末試験   

第１５回： 前期のまとめ －  

 
 
 



 

授業の概要と予定：後期 教室外学修 ＡＬのレベル 

第１６回：限界状態と部分安全係数（１） 各限界状態と部分安全係数
に関する学習 

 

第１７回：限界状態と部分安全係数（２）  

第１８回：構造解析（せん断）  せん断を受ける部材の解析
方法の学習と問題演習  

第１９回：せん断を受ける部材（１） 
曲げとせん断力を受ける部
材について設計する 

 

第２０回：せん断を受ける部材（２） C 

第２１回：せん断を受ける部材（３） C 

第２２回：一般構造細目 構造細目に関する学習  

第２３回：中間試験 中間までの復習および演習  

第２４回：RC はりの設計演習（１） RC はりの設計に関する問
題演習 

 

第２５回：RC はりの設計演習（２） B 

第２６回：耐久性 耐久性に関する学習 B 

第２７回：使用限界状態 ひびわれ ひびわれに関する問題演習 B 

第２８回；使用限界状態 変形 変形に関する問題演習 B 

第２９回：疲労限界状態 疲労限界状態に関する問題
演習 B 

期末試験   

第３０回： まとめ －  

 
 

評価（ルーブリック） 
達成度 
評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

①  
各種限界状態が正確（８割

以上）に説明できる． 
各種限界状態がほぼ正確（６割

以上）に説明できる． 
各種限界状態が説明できい． 

②  
各種設計方法の手順を正確

（８割以上）に説明できる 
各種設計方法の手順をほぼ正

確（６割以上）に説明できる． 
各種設計方法の手順を説明でき

ない． 

③  
各種荷重を受ける部材の耐

力が正確（８割以上）に計

算できる． 

各種荷重を受ける部材の耐力

がほぼ正確（６割以上）に計算

できる． 

各種荷重を受ける部材の耐力が

計算できない．  

④  
ひびわれ幅やたわみが正確

（８割以上）に計算できる．  
ひびわれ幅やたわみがほぼ正

確（６割以上）に計算できる． 
ひびわれ幅やたわみが計算でき

ない．  

⑤  
簡単な鉄筋コンクリートは

り部材の設計が正確（８割

以上）にできる． 

簡単な鉄筋コンクリートはり

部材の設計がほぼ正確（６割以

上）にできる荷重 

簡単な鉄筋コンクリートはり部

材の設計がきない。 

 

 
 


